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学部生〜博士課程（〜2005）

● 1999：生物の進化を模倣した人工知能技術の研究

● 2002：インターネット上の知識共有・コミュニケーションの研究

国立情報学研究所（2005〜2019）

● 2009：学術情報サービスCiNiiの開発責任者

● 2019：メディア芸術データベースのプロデューサー

東京大学（2019〜）

● 2019：デジタル人文学の研究教育

● 2021：人工知能学会理事

● 2021：デジタルアーカイブ学会理事

● 2023：大江健三郎文庫デジタルアーカイブ

● 2025：デジタル人文学プログラム

自己紹介
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デジタル人文学の研究基盤

デジタル人文学の研究方法論

ことばを
対象とする研究

人と社会を
対象とする研究

コーパス言語学

計算社会科学

デジタルヒストリー

遠読

テキストアナリティクス

ネットワーク分析

デジタルアーカイブ

知識構造化

AI

計測・スキャン

東京大学大学院人文社会系研究科デジタル人文学プログラム

https://digital.l.u-tokyo.ac.jp
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AIとは

● 人工知能学会設立趣意書

○ 頭脳の働きに代わる機械が欲しいという人類の夢は、大量の数値データ

に対して複雑な計算を高速に行うという面では、電子計算機により実現

された。現在の情報処理技術はこの意味においては、人間の能力をは

るかに越えたものといえるが、一方、思考という本質的な面では、全くと

いっていいほど無力である。人工知能は大量の知識データに対して、高

度な推論を的確に行うことを目指したものである。（1990）
● 人工知能 - Wikipedia

○ 「『計算』という概念と『コンピュータ』という道具を用いて『知能』を研究す

る計算機科学の一分野」を指す語。「言語の理解や推論、問題解決など

の知的行動を人間に代わってコンピュータに行わせる技術」、または、

「計算機による知的な情報処理システムの設計や実現に関する研究分

野」ともされる。

『人工知能とは』近代科学社（2016）https://www.kindaikagaku.co.jp/book_list/detail/9784764904897/
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https://www.ai-gakkai.or.jp/about/about-us/jsai_teikan/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD
https://www.kindaikagaku.co.jp/book_list/detail/9784764904897/


AIマップ

人工知能学会AIマップ https://www.ai-gakkai.or.jp/aimap/

認識・生成

知識体系

検索

推薦
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AIと図書館：検索・推薦

東京大学OPAC https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/opac/opac_search/
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AIと図書館：知識体系

Web NDL Authorities 国立国会図書館典拠データ検索・提供サービス https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
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AIと図書館：認識

大向一輝.「多様なニーズに応える学術情報サービスCiNii」NIIオープンハウス2017 研究100連発 
https://www.youtube.com/watch?v=qD2ZmqZxgm8
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https://www.youtube.com/watch?v=qD2ZmqZxgm8


これから委員会

● これからの学術情報システム構築検討委員会

○ 「大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議」の委員会

■ 総合目録データベースを中心とした学術情報システムの構想

■ 2012年6月〜（計45回）

■ https://contents.nii.ac.jp/korekara
● AIに関する議論

○ 委員会・作業部会にて計8回の懇談・情報共有（2024年〜）

■ 国内外の事例・動向

■ 課題とその解決

○ 3つのテーマ

図書館業務 図書館サービス AIリテラシー
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メタデータの自動入力

Alma AI Metadata Assistant in the Metadata Editor 
https://knowledge.exlibrisgroup.com/Alma/Product_Documentation/010Alma_Online_Help_(English)/Metadata_
Management/005Introduction_to_Metadata_Management/The_AI_Metadata_Assistant_in_the_Metadata_Editor

図書館業務
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https://knowledge.exlibrisgroup.com/Alma/Product_Documentation/010Alma_Online_Help_(English)/Metadata_Management/005Introduction_to_Metadata_Management/The_AI_Metadata_Assistant_in_the_Metadata_Editor
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● Alma AI Metadata Assistant in the Metadata Editor
○ 書誌データを新規作成する際、「タイトル」等の項目や、表紙、標題紙等の情報源の画像を入力

すると、AIが書誌データを生成する。

○ 入力する情報源の画像が多いと、比較的正確な書誌データを生成するが、少ない場合等、

データを有していない情報源から生成した場合、根拠が不明な誤情報を含んだ書誌データを生

成する可能性がある。

○ 情報源が同一でも作成のたびに異なる書誌データを生成する傾向にある。

○ 日本語の書誌データでは、ALA-LC翻字表に近いローマ字ヨミを生成する傾向にある。

■ NACSIS-CATの書誌作成の補助ツールとして、 これに近い機能を図書館システム・ネッ

トワークのサービスとして実装できないか。

● NDC Predictor https://lab.ndl.go.jp/ndc/
○ 国立国会図書館次世代システム開発研究室が機械学習の技術を利用して開発した、日本十

進分類法（NDC9版）による分類記号の自動推定アプリ。

○ 書誌情報をテキストエリアに貼り付け、推定を行う。

メタデータの自動入力 図書館業務

第45回これから委員会資料より抜粋
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https://lab.ndl.go.jp/ndc/


Google NotebookLM https://notebooklm.google.com

業務知識を持つチャットボット 図書館業務
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https://notebooklm.google.com


Deep Research

Consensus https://consensus.app/ SCISPACE https://scispace.com

ChatGPT・Gemini・Claude・Grok・・・

図書館サービス
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https://consensus.app/
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RAGとMCP

Geminiで作成🍌

図書館サービス

Retrieval-Augmented Generation Model Context Protocol
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RAGの事例

Humanitext Antiqua https://www.humanitext.ai Humanitext Aozora https://aozora.humanitext.ai/

指定した資料に基づく生成・出典の明記

図書館サービス
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https://www.humanitext.ai
https://aozora.humanitext.ai/


MCPの事例

Claude + cinii-mcp-server https://github.com/suzuuuuu09/cinii-mcp-server

図書館サービス

AIツールによる複数回の検索＋統合
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Deep Research・RAG・MCP

● 前提：大規模言語モデル（LLM）とコンテンツの両方が必要

○ LLM提供者のアプローチ

■ ウェブと対象としたDeep Research
■ MCP＝ユーザとの接点の一本化

○ コンテンツホルダーのアプローチ

■ 自社コンテンツを対象としたRAG
● Primo Research Assistant・LeapSpace（ScienceDirect AI）

○ サービス提供者のアプローチ

■ オープンな学術データを対象としたDeep Research・RAG
● OpenAlex・Semantic Scholar

■ メタデータの拡張

● CiNii Research自動翻訳機能

■ MCPへのコミット？

図書館サービス
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AIリテラシーとは

● 何を知っているべきなのか？

○ AIの使い方

■ ハルシネーション

■ 「あなたは優秀な〇〇です」「ステップバイステップで」・・・

○ AIの仕組み

■ 事前学習：入手可能な言語データの統計的なパターンを学習・模倣

■ 事後学習：倫理的・社会的な振る舞いの「しつけ」

■ 情報システム：さまざまな要素技術の組み合わせ

○ AIの影響

■ 査読システム ⇔ 出版モデル

■ 「オープンアクセスバイアス」（佐藤翔先生）

● 最新の状況は広く共有されていない

○ 知識の底上げと平準化

AIリテラシー
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AIリテラシーに基づくコンテンツ戦略

● コンテンツホルダーとしてのデジタル・ライブラリー

○ AIは入手可能な言語データに依存する

○ ここにしかないデータ・データを生み出すシステムの重要性

● 見えているコンテンツ

○ オープンアクセスバイアスに寄り添う

○ 資料の内部に踏み込む（目次・見出し・全文・・・）

○ 「日本語蔵書のデジタル化にあたっては、国立国会図書館の蔵書のデジタル

化を中核に、各大学図書館等がこれとは重複しないよう留意しつつデジタル

化を進め…」（オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方について（審議のまとめ））

● 見えないコンテンツ

○ 「この分野の第一人者は？若手は？」

○ 研究のトレンドとその変遷

AIリテラシー
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「ディープな問い」に答えるために

● 人文系の大学院生からの質問

○ 人文社会科学に関する科学社会学の先行研究について、Public Understanding of 
Social ScienceやPublic Communication of Humanities and Social Sciencesなどの

知見も踏まえてください。

○ 南琉球八重山語白保方言の歴史的背景や起源と、音韻・文法の特徴を中心にレポートに

まとめてください。

○ キュプリアヌスはテルトゥリアヌスから思想的な影響を受けているといわれますが、そのよ

うな主張をしている研究文献を網羅的にあげてください。また、そこで参照されている一次

史料箇所を提示してください。

○ The As-Af-Eur-Am-Alian Societyについて教えて下さい。

○ イスラエルのナショナリズムとホロコーストの「仮想犠牲」の関係についての研究をまとめ

てください。

○ 16世紀のケルンで活動していた神学者であるJohann Gropperに関する伝記的情報と思

想の特徴を先行研究を明示しながらまとめてください。

AIリテラシー
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● AIを媒介にしてディープな問いの内実を知る

○ 見えないコンテンツとの接点を探る

○ レファレンスの高度化へ

● 誰かが知っていることを最短時間で引き出すためのネットワーク

○ ライブラリアン同士のつながり

○ ライブラリアンと研究者のつながり

■ 「人と知識のILL」へ

「ディープな問い」に答えるために AIリテラシー
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